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表紙写真解説

2021

三内丸山遺跡：日本最大級の縄文集落
跡。写真は大型掘立柱建物（復元）で，
その用途については，物見やぐら，神殿，
モニュメントなど様々な説がある。平成
12 年 11月に国特別史跡に指定。令和３
年 7月27日には，「北海道・北東北の縄
文遺跡群」として，国内 20 件目の世界
文化遺産への登録が決定した。
写真提供　読売新聞／アフロ
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ஶऀͩΑΓ
ESDとしての異文化理解
広島修道大学教授 Ӭా ੒จ

͜͜ ʹ஫໨ʂ

「未来の学校みんなで創ろう。
PROJECT」という試み
東京学芸大学 教育インキュベーションセンター教授 ۚࢠ Յ޺

ಛผରஊ
深い学びへ誘う社会科の授業づくり
視点の意識化と問いの質の向上の取り組み
～兵庫県佐用町立利神小学校の研究から～ 刊行記念
広島大学准教授 Ӭా ஧ಓ
元兵庫県佐用町立利神小学校校長 ా܂ ོஉ

࣮ફϑΝΠϧʙσδλϧڭՊॻɾࡐڭΛͯͬ࢖ʙ
小学校編			世界の諸課題に対してできることを考えよう

東京学芸大学附属竹早小学校 ্໺ ߂ܟ

中学校編			ヨーロッパが統合する意義を考えよう
奈良教育大学附属中学校 தଜ جҰ

तྗۀΞοϓΛΊ͟͢ઌੜͷͨΊͷࣾձՊͷ"#$
小学校編			観察力と指導のポイント

國學院大學教授 ҆໺ ޭ

中学校編			持続可能な社会の担い手を育てるために，
中学公民と公民科「公共」の接続を
おおさか学びの会（前大阪教育大学非常勤講師） ୮দ ඒ୅ࢤ

஍Ҭͷา͖ํ WPM��
歴史からみた伏見探訪
京都橘大学非常勤講師 ਿࢁ ษ

Α͏ ͜ ʂͦɹྺ࢙࢙ྉͷੈք΁  WPM���
焼跡の子どもたち
―敗戦直後の報道写真から
日本大学教授 େԬ ૱

���୅ࣾձ΢Υονϯά  WPMݱ
ワクチン接種をめぐる政治と行政  (１)：国際比較
京都大学大学院教授 ીզ ޛݠ

तۀʹϓϥεʂɹ਎ۙͳ4%(T
誰でも楽しく簡単に農業ができる未来へ
௕࡚ݝұ4ࢢذ%(Tະདྷ՝

取材・編集協力
イラスト
デザイン

株式会社クリエイティブ・スイート（P.26 ～ 27）
森のくじら（P.4, 8, 10, 14, 18, 24）
株式会社京田クリエーション
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ϦϨʔΤοηΠ
ESDとしての異文化理解

　2017年と2018年の小・中・高等学校の社会系

教科の学習指導要領では，持続可能な社会づくり

を目指す持続可能な開発のための教育（ESD）の導

入が強調された。2015年の国連総会で採択され

た持続可能な開発目標（SDGs）の17目標は，ロゴマ

ークと行動で示され，児童・生徒に行動の変革の

必要性を直感的に訴えることができる。

　現代世界では，人々の行動様式や価値観の違い

により，様々な地域レベルにおいて文化摩擦が生

じている。ユネスコ（2005）のESD 国際実施計画で

は，重点分野として「文化の多様性と異文化理解」

が示されなくなった。また，SDGsの17目標には異

文化理解に該当するものがない。平和な世界の構

築は持続可能な社会の基盤である。ESDとしての

異文化理解の授業を積極的に導入したい。

　世界文化遺産には，人々がその地域で大切にし

てきた行動様式や価値観を読み解くヒントが隠され

ている。オーストラリアの一枚岩のウルルは，1987

年に世界自然遺産に登録され，1994年にアボリ

ジニの神話や生活の文化的側面が再評価されて複

合遺産となった。ウルルは同国の主要な観光地と

なっている。ウルルを古来より管理してきた先住民

のアナング族は，宗教的な聖地であるウルルに登

らないで周りを散策して欲しいとアピールしてきた。

2019年 10月までは，登山自体は禁止ではなかった

ため，「観光として登りたい」と「聖地を荒さない

でほしい」という思いから文化摩擦が生じていた。

　「ウルルを管理してきたアナング族はどのような

生活を送っているだろう」「なぜアナング族は観光

客にウルルに登ってほしくないのだろう」「観光とし

て認められている場合にはウルルに登ってよいか」

などの問いから，多文化共生を意識した ESD として

の異文化理解の授業となる。

　筆者は 2017 年９月にウルルに訪問した。登山口

に立った筆者の行動は想像にお任せしたい。

ౡमಓ⼤学教授޿ Ӭా ੒จ

Ӭా�੒文（ながた しげふみ）  
専門分野／社会科教育学
主要著書／『市民性を育成する地理授業の開発－「社会的
論争問題学習」を視点として－』(風間書房, 2013年)，『持続
可能な社会を考えるエネルギーの授業づくり』(共編著,三重
大学出版会, 2017年)
日本文教出版『中学社会』教科書著者

アボリジナルアートの特徴である
ドットペイントでウルルを表したプレイスマット
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　ฏ成30年9月。国立大学๏人東京学ܳ大学と

.JTUMFUPFࣜג会社（現「.JTUMFUPF� +BQBO߹ಉ会

社」以下，「.JTUMFUPF」とする）は「教育؀境を

σβΠンし，教育の新しいࡏり方を社会にఏҊす

る。」ことを໨的とした࿈ڠܞ定書をక݁し，ެ

教育をアοプσートするために「&YQMBZHSPVOE

ಇで開始ڠ業」（以下，「&91(」とする）をࣄ

した。.JTUMFUPFは出ڀݚ・ࢿ開発・スλートアο

プとのڞಉ創業・Τίγスςムのߏஙなどを行う

ϕンνャーΩャϐλルである。ࠓճ঺հさせてい

ただく「ະདྷの学校ΈΜなで創ろう。1RO+&$T」

（以下，「本プロジΣΫト」とする）は&91(の中

の一つの大きな取り૊Έとして進められており，

ެ教育に対してのίレΫςΟϒ・ΠンパΫトをى

こそうということが本プロジΣΫトのى఺となっ

ている。&91(についてのઆ明は別の機会にさせて

いただくとして，ૣ଎，本プロジΣΫトについて

のઆ明に入りたい。

　本プロジΣΫトの໨ඪはγンプルである。「10

年後の学校を3年後に実૷させる」というものだ。

どのような」，「の教育の໰୊の本࣭はԿかࠓ」

教育がཧ૝の教育か」というようなࠜ本的な໰い

はいったΜ࿬にஔいて，まͣ۩ମ的な՝୊を設定

1

2

ϕϯνϟーΩϟϐλϧと
ఆڠܞେֶの࿈ཱࠃ

ҭの৔で͋るとಉ時にڭはߍֶ
ࣾձのγεςϜのҰͭで͋る

●౦京学ܳ⼤学
　教ҭΠϯΩϡϕーγϣϯηϯター教授 ޺Յ ࢠۚ

ʮະདྷのֶߍΈΜなで૑Ζう。
P30+E$5ʯというࢼΈ

した。その意ຯで本プロジΣΫトは1%$"αΠΫ

ルでなく，OO%"ループを意ࣝして進められてい

る。ཧ૝の学校૾をඳき，そこに౸達するための

ըを実行していくのではなく，現ܭ，ըをたてܭ

状を࡯؍し，ਝ଎に多༷なଧち手をଧつことを܁

りฦし，その૯ମとして学校がมֵされていくと

いうプロηスを取ろうとしている。そのため，後

ड़するような֤参加者の思いをى఺とした多༷な

プロジΣΫトがฒ行して進められていくことにな

る。࣍に本プロジΣΫトにおいて，現状について

どのように捉え，どのようなଧち手をଧち，どのよ

うなプロジΣΫトが進Μでいるかをઆ明したい。

　学びの多༷なہ面におけるよりよい教育方๏，

よりよい学びがڀݚされ，実ફされてきた。その

成Ռは学शࢦಋ要ྖなどに൓өされ，学校がมֵ

されてきた。これからもܧ続してڀݚ，開発，実

ફしていくことは重要である。このような教育方

๏等をアプリとߟえた৔߹，そのアプリが実ફさ

れる学校というγスςムは，ある意ຯO4という

ことができるのではないだろうか。教育ؔ࿈の๏

཯，教育ҕһ会がܾめているルールや学校の؀境

等である。どΜなにいいアプリをつくってもO4

がݹいままではアプリはՔಇしないのとಉじよう

に，よりよい教育方๏を実ફすることがՄೳな基

盤に現状の学校というγスςムはなっているのか

ということを見直すඞ要があるのではないか。よ

りよい教育を実૷させるためにも，社会のγスς▲ 教һͱۀاਓがࠞ͢ࡏΔձ （ٞ2�2�೥1݄）
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　前ड़のように学校を社会γスςムの一つとして

えたとき，学校に՝せられた໾ׂは多༷であߟ

る。では学校の૊৫はどうなっているだろうか。

学校の૊৫は΄΅教һ໔ڐを持った教һでߏ成さ

れており，ը一的な૊৫といえる。多༷な໾ׂを

Ռたしていくためには多༷なೳ力がඞ要になる。

それをը一的な૊৫で対Ԡしていくのは本དྷ大ม

難しいことである。本プロジΣΫトは，東京学ܳ

大学ෟ属஛ૣ学校۠をメΠンのフΟールυとし

て，38の๏人と2つの教育ҕһ会（؇やかな࿈ܞ

とあわせて5つの教育ҕһ会）でߏ成されている。

38の๏人は大ا業，スλートアοプ，ඇӦ利๏人

等，ن໛も多༷であれば，教育ؔ࿈ا業だけでな

　多༷ੑに෋Μだ૊৫がうまくಇくためには，多༷

ੑの中に৴པがৢ成されることがϙΠントとなる。

学校の৔߹，特に教һの多๩ײが高く，外部の人ࡐ

が入ることによる多๩ײの増෯は大きな໰୊とな

る。児童生ెの໋，成௕を༬かる教һの੹೚ײは外

部の人ࡐが入ることへのڋ൱൓Ԡを生む。このよう

な્֐要Ҽをなくしていくために「この人には仕ࣄ

が೚せられる」という৴པײのৢ成がෆՄܽであ

る。本プロジΣΫトでは，そのޱࢳとして「ະདྷ
3

4

の໾ׂのଟ༷ੑとߍֶ
૊৫のըҰੑߍֶ

૊৫にଟ༷ੑΛ生Έग़すたΊߍֶ
のڭһの৴པײのৢ੒

ムとしての学校をมえること，本プロジΣΫト

は，֤ہ面での学びや教育の方๏だけでなく，社

会のγスςムとしての学校をมֵすることを໨ࢦ

している。

　では，社会のγスςムとして，学校が୲ってい

る໾ׂとはどういうものだろうか。筆者は大きく

ެ教育のଆ面とίϛϡχςΟのଆ面があるとߟえ

る。ެ教育としての໾ׂには，ᶃ社会にとっての

༗用な人ࡐの育成，ᶄ޾せに生きるためのݸ人の

成௕ࢧԉ，ᶅ社会に対しての人物のೝূ，ᶆ社会

Ҡ動をՄೳにするೳ力の෇༩の4つがあるとߟえて

いる。ίϛϡχςΟとしての໾ׂには，ᶇ児童生

ెの居৔所，ᶈ教һの৬৔の２つがあるとߟえて

いる。学校を学びの৔として，ᶃ，ᶄ，ᶆについ

ては多くのことがٞ࿦されてきた一方，ᶅ，ᶇ，

ᶈについてはあまりޠられてこなかったのではな

いだろうか。しかし，ᶃ，ᶄ，ᶆの໾ׂの部分を

มえるだけでは，社会のγスςムとしての学校は

มえられないのではないだろうか。（ਤ１）

▲ 図1　学ߍの໾ׂ

▲ 図2

く多༷な業छの๏人が参加している。本プロジΣ

Ϋトは学校のมֵを多༷な参加者によって行って

いこうとしている（ίレΫςΟϒ・ΠンパΫト）

が，มֵのプロηスだけでなく，その先にあるະ

དྷの学校の૊৫は，多༷な人ࡐによってߏ成され

ているඞ要があるとߟえている。（ਤ２）

ۀࣄҭؔ࿈ڭ

ਓ材ؔ࿈ۀࣄ

ۭؒ։ൃۀࣄ

อۀࣄݥ

*$5 ۀا

ίンαϧティンά

୅ཧళࠂ޿

ۀࣄ࿈ؔ۩؝

௨৴ؔ࿈ۀࣄ

エンλーテインメントۀࣄ

ۀࣄ࿈ؔ࡞੍

ग़൛ؔ࿈ۀࣄ
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社会ʹͱͬͯ
有ޮなਓࡐのҭ੒

社会ʹରͯ͠の
ਓ෺ೝূ

ಐੜెのࣇ
৔ॴډ

教　育 コミュニティ

ੜ͖ΔͨΊのʹͤ޾
ԉࢧਓの੒௕ݸ

社会ҠಈΛՄೳʹ͢Δ
ೳྗの෇༩

教һの
৬৔
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　本プロジΣΫトで意ࣝしてきたことがもう一つ

ある。それは，「ެ教育において実૷Մೳなม

ֵ」ということである。ෟ属で実ફڀݚを行った

৔߹，「ෟ属だからできる」とೝࣝされ，そのݚ

。成Ռがެ教育にී及していかないこともあるڀ

ެ教育をมֵする１」ࡍ人の100าよりも100人

の1า」が大切であるとߟえている。先進的なྫࣄ

もそれがެ教育において実૷できなければՁ஋を

十分に発شできないことになる。

　ෟ属஛ૣ学校۠だけでなくؠ手ݝ山ా町教育ҕ

һ会，Ԭ山ݝ௡山市教育ҕһ会と࿈ڠܞ定をక݁

し，3地Ҭಉ時に本プロジΣΫトをਪ進していくこ

とでެ教育における実૷を୲保していこうとߟえ

ている。それͧれの地Ҭにより໰୊や՝୊はҟな

るものの，それをௐ੔しながら，ݸ別にかつڠಇ

でプロジΣΫトをਪ進していこうとしている。こ

のように多༷な地Ҭが参ըしているという఺でも

ίレΫςΟϒ・ΠンパΫトであるといえる。

　このެ教育において，実૷させるという఺にお

いてا業のଘࡏは大きい。ا業はཧ૝をඳきつ

つ，それを社会に実૷させることに重఺をஔく。

どΜないいཧ૝がඳけても実૷されなければϏジ

ωスとしては成立せͣ，ا業としては意ຯを持ち

5ઌਐతなࣄ例とެڭҭのมֵ

の学校とはʁ」というϰΟジϣンͮくりのϫーΫ

γϣοプを参加するا業や大学教һと学校教һとで

行った。「޷きに，௅む。」（ਤ３），そのࡍ生ま

れてきたϰΟジϣンである。学校とは児童生ెが自

分の「޷き」を思いっきりできる৔所であって΄し

いという思いが学校教һから多く出された。ただ޷

きউ手に޷きなことをやっていればいいというもの

ではないというଆ面もあり，その意ຯが「௅む」と

いうݴ༿にࠐめられている。ϫーΫγϣοプで出た

意見をࣜג会社ത報ಊのίϐーラΠςΟンάとσβ

ΠンのプロフΣογϣφルがܗにしてくれた。さす

がだとײ෰する。

　このϰΟジϣンは，実は児童生ెに向けられただ

けのϰΟジϣンではない，「大人も޷きに，௅む。」

という意ຯもࠐめられている。本プロジΣΫトに参

加する大人は教һであろうと，ا業人であろうとお

޷」をଚ重しながら，੹೚をもって「き޷」いのޓ

き」に௅Μでいこうということである。৴པײをৢ

成するためにϰΟジϣンをつくるというプロηスを

実ફしたのだが，できあがったϰΟジϣンそのも

のも৴པײをৢ成するものになったのではないだろ

うか。本プロジΣΫトの໊শもとても大切な意ຯを

持っている。プロジΣΫトの開始時は「ະདྷの学

校」というプロジΣΫト໊であったが，「ະདྷの学

校ΈΜなで創ろう。1RO+&$T」（ਤ４）にมߋし

た。この「ΈΜなで」というݴ༿が入ることで৴པ

がৢ成され，常に意ࣝすることができる。この໊ײ

শもത報ಊからのఏҊである。本౰にײ෰する。

　もう一つ，৴པײをৢ成するためのଧち手をଧっ

た。「৬һࣨ内ίϫーΩンάスペース」である。

஛ૣখ学校，஛ૣ中学校の৬һࣨにصを準備しても

らい，本プロジΣΫトの参加者に開์した。本プロ

ジΣΫトにؔわることだけでなく通常業຿をしてい

ていただいてもいいことにし，৬һࣨ内をίϫーΩ

ンάスペースにしようとしたということである。

9月の後半から12月末まで，ίロφՒの影ڹで学

校への外部の人ࡐの入校がن制されるまでの3か月

間，ࢼ行し，ෳ਺のا業の参加者に活用していただ

いた。筆者も週に2・3日のペースでίϫーΩンά

スペースを活用させてもらった。「よくإを߹わせ

る」ということにより，ڑ離ײはॖまり，ا業から

の参加者は先生との立ち࿩から໰୊を解ܾしたり，

プロジΣΫトを実行したりということで一定の成Ռ

は見られた。՝୊も多く見つかった。ا業ଆの参加

者がίϫーΩンάでಇくϞνϕーγϣンや教һଆの

受け入れのϚΠンυのৢ成などである。教һશһの

ίンηンαスが取れていなかったこともあるが，શ

ମの「৴པײ」のৢ成というところまでは達成でき

なかった。現ࡏ，ίロφՒのこともあり，いったΜ

しているが，一つのプロジΣΫトとしては設定ࢭఀ

し直され，஛ૣ学校۠だけでなく，࿈ܞしている市

町村の教育ҕһ会とのݕ౼にも入っており，ࠓ年度

内にԿらかの実ફূݕを行う༧定である。

▲ 図 �　ະདྷの学ߍϩΰ
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　現ࡏ，参加者の「޷き」をى఺とした�つのプロ

ジΣΫト，1�のϫーΩンάに੔ཧしてνームをつ

くり，ࠓ年度2学ظからの実ફに向けての準備を進

6۩ମతなϓロδΣΫτとશମ૾

えない。本プロジΣΫトで進めている「(*("ス

Ϋール時代の教ࣨと授業ϫーΩンά」では，児童

生ెにσόΠスが഑෍された現状でどのような教

ࣨが੔備されるべきか，どのような授業が実ફさ

れるべきかをݕ౼していこうとしているが，多ֹ

な༧ࢉをかけ，࠷先୺技術をಋ入した教ࣨをつ

くって実ફするのではなく，どのような教ࣨであ

ればެ教育においてಋ入Մೳなのか，どのような

教ࣨならば֤教һが広く*$T等の技術を活用して授

業をਂめられるのか等，ಋ入Մೳੑと࠷ద化の྆

面からݕ౼していこうとしている。ෟ属学校以外

でも実૷ՄೳなϞσルをߏஙしてこそ，ا業はϏ

ジωスとしてのՄೳੑを見出すことができ，多༷

なリιースを౤入することがՄೳになる。

　本プロジΣΫトでは，多༷な地Ҭでのಉ時ฒ行

でのプロジΣΫトਪ進，ެ教育において実૷Մೳ

なϞσルの開発をすることで，学校という社会の

γスςムにΠンパΫトを༩えたいとߟえている。

Ͷ͔）޺Յ ࢠۚ  ͜Α͠ ͻΖ）

専門෼໺／社会৺ཧ学，教ҭࢧԉڠಇ学
主な׆ಈ／Ұ ൠ社ஂ๏ਓ 東京学ܳ大
&YQMBZHSPVOE ਪਐࣄߏػ຿ہ௕，Ұൠ社ஂ
๏ਓ 45&".�+BQBO，Ұൠ社ஂ๏ਓ教ҭࢧԉ
ਓࡐೝূڠ会，/10 ๏ਓ東京学ܳ大͜ど΋
ະདྷڀݚॴ，日本教ҭࢧԉڠಇ学会のཧࣄ
Λ݉೚ɻۀاͱ大学，学ߍΛͭな͙ڠಇのਪ
ਐ，新͠ ʮ͍学ͼの৔ʯのڀݚ։ൃ，ීٴʹ
औΓ૊ΜͰ͍Δɻ

●

▲ 図 �　ϓϩδΣΫτͱϫーΩϯά

めている。いくつか前ड़しているが，࠷後に，い

くつかのプロジΣΫトについてઆ明をして終わり

にしたいと思う。（ਤ５）

　「基ૅ学力ϫーΩンά」では「基ૅ学力はશһの

児童生ెがٛ຿教育を終えるࡍに֓ね֫ಘしてお

くべきではないのか」という໰୊に焦఺を౰てて

いる。ただし，児童生ెの学び方，学Ϳスϐーυ

が多༷なため学校だけで基ૅ学力の֫ಘを୲保す

ることが難しい。であれば，社会શମで児童生ె

の基ૅ学力の֫ಘを୲保するγスςムを創るべき

ではないかということを՝୊として設定し，「σ

ジλルアΠσンςΟςΟ」や「ݸ別࠷ద化された

教ࡐ」等の*$T技術を活用しようとしている。Նٳ

Έから2学ظにかけて，஛ૣ，௡山市，山ా町等に

おいて実ફをܭըしている。

　「教育のσジλルσーλの収集と分ੳと活用ϫー

Ωンά」では，(*("スΫールߏ૝に൐って収集Մ

ೳとなる教育や学शのσジλルσーλをどのよう

に分ੳし，活用するかを，「学校の居心地ʗ新し

いධՁϫーΩンά」では，学校における児童生ె

の8FMM-CFJOHを達成し，学校の居心地をよくする

にはという՝୊を設定し۩ମ的な実ફを進めてい

く。「教һのಇき方プロジΣΫト」は，教һとい

う৬業のັ力を増大させるということに焦఺を౰

て，先ड़した学校内ίϫーΩンάのՄೳੑや，教

һの৬৔としての学校の؀境や教һの学びの見直

しに՝୊を設定している。

　学校の持つ多༷な໰୊に焦఺を౰て，それͧれ

に՝୊を設定し໰୊を解ܾすることを໨的とした

1�のϫーΩンάがಉ時にฒ行的にਪ進されてい

く。現ஈ֊では学校のมֵにඞ要なશମを໢ཏし

ているわけではないかもしれないが，ࢼ行し，ݕ

ূをしながら，多༷な໰୊解ܾを行いつつ，ϫー

Ωンάを౷廃߹したり，新たにߏ成したりしなが

ら，૯ମとして学校をมֵしていくことができる

のではないかとߟえている。

ϫʔΩϯά

ҭに͓͚るڭՊڭ 73 用׆

73 にΑるֶߍの৔のมֵ

(*(" スクーϧ࣌୅のࣨڭとतۀ

用׆ҭのデδλϧデーλのऩ集と෼ੳとڭ

Φンライン P#- ／ϫーέーション

ήーϛフィέーション

ະདྷのਤॻࣨ／デδλϧアーΧイブ

ෆ登ߍのֶशࢧԉ

৺஍／新しいධՁډのߍֶ

集ஂでの୳ֶڀशのݸ別దԠ

Ωϟリアڭҭやֶशશମ，෦׆ಈなどݸ別దԠ

஛ૣエリア

௡山エリア

山田エリア

֎෦ਓ材ಋೖ

һのຬ଍౓・8FMM�CFJOHڭ

຿վળߍ

ϓϩδΣΫτ໊

73

(*(" ϓロδΣクト

ະདྷのਤॻؗ／
ήーϛフィέーション

һのಇ͖ํڭ

力ֶૅج

ԉࢧど΋ࢠ

／にԠじたֶͼݸ
5)*3%P&340/
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ʕʕ利ਆখ学校のڀݚ成Ռを書੶化したいと思わ

れたのは，どういったཧ由からでしょうかʁ

Ӭాɿ利ਆখ学校との出会いは，�2018年から２
年間おこなわれた社会科の授業ڀݚでࢦಋॿݴさ

せていただいたことがきっかけです。

利ਆখ学校では，ా܂先生を中心に先生方や子ど

もたちが地Ҭの人たちとのؔわりを大切にしなが

ら，「社会科の本౰の姿」を௥いٻめていて，こ

のӦΈは΄かにはないՁ஋があると思いました。

あと，この学校が2020年３月でด校になったこと

もཧ由の一つですね。

ʕʕా܂先生は，「社会的な見方・ߟえ方」をಇ

かせた社会科の授業ͮくりのための手立てとして

「授業ߏ૝γート」などを開発しました。なͥ，

このγートを࡞成しようとߟえたのでしょうかʁ

ɿ利ਆখ学校の多くの先生方が社会科の授業ా܂
。をするのがはじめてだったΜですねڀݚ

「授業ߏ૝γート」には，どのࢹ఺にண໨すれ

ば，どのような໰いを生Έ出せるかや，໰いを生

Έ出すためのద切なࢿྉはԿか，ݴ༿の力をどう

育てるのかを書きこΈます。ࣄ前ڀݚ会でこの

γートを使って参加者の意見を੔ཧすることで授

業վળの手がかりがಘられればと思い，࡞成しま

した。

Ӭాɿ࠷近，子どもたちは，社会科や૯߹的な学
शの時間などで「思ߟπール」を使いますね。

「授業ߏ૝γート」は，先生方のݚम用に࡞られ

た「思ߟπール」だと思うΜですよね。

ਂいֶͼ΁༠う
ࣾձՊのतͮ͘ۀΓ
視点の意識化と問いの質の向上の取り組み
ʙฌࠤݝݿ༻ொཱརਆখ学ߍͷ͔ڀݚΒʙ هߦץ೦

2021 ೥ � ݄ɼh ਂֶ͍ͼ΁༠͏社会科ͷतͮ͘ۀ
Γ ࢹ఺ͷҙࣝԽͱ໰͍ͷ࣭ͷ্޲ͷऔΓ૊Έʙฌ
͞ߦץΒʙʱ͕͔ڀݚͷߍொཱརਆখֶ༺ࠤݝݿ
ΕͨɻߦץΛه೦ͯ͠ஶऀͷӬా஧ಓઌੜͱా܂
ོஉઌੜ͕ΦϯϥΠϯͰରஊΛ͓͜ͳͬͨɻ

ʷ ౡ⼤学।教授  Ӭా஧ಓ޿உོా܂  ௕ߍߍொཱརਆখ学⽤ࠤݝݿฌݩ

どこにࢹ఺をおいて，どのような໰いで社会科の

成すればいいのかわからない先生に࡞ಋҊをࢦ

は，「授業ߏ૝γート」があったうえでࢦಋҊを

ಋҊを行きདྷしたりࢦ成したり，このγートと࡞

することで，ࢦಋҊの࡞成をՄࢹ化できると思い

ます。

ߟは，思「૝γートߏ授業」。ɿそうですねా܂
のフレームϫーΫとݴえますね。

利ਆখ学校の先生方は，このγートを使い，ࢹ఺

と໰いをどうབྷめるのかや，ಋ入でどΜなࢿྉを

使うのか，そういったことを１年でशಘしまし

た。ですので，２年໨はこのγートを使わͣ，い

きなりٞ࿦からはじめました。こΜな風に校内ݚ

मもม容していったことを思い出しました。

ʕʕこの本のୈ５ষでは，子どもの学びを教師の

見取りを生かしてධՁした，二つのྫࣄが書かれ

ています。どうすれば，�教師は子どもに意ຯのあ

るࢧԉやධՁができるのでしょうか。

ɿ教師が子どもたちを਺஋でධՁするだけでా܂
なく，子どもたちの学びをどうやってとらえられ

るかが，ࢦಋのධՁにもつながりますし，ひいて

は子どもの学びの成௕にもつながると思います。

利ਆখ学校の先生方には，子どものݴ༿や࡞඼か

ら学Ϳという姿੎をもって΄しかったので，ࢲが

気になった子どもの࡞඼については，「この子ど

特 別

ର ஊ

ಋೖ ূݕ ·ͱΊ

఺ࢹ
ͨ͠͝͠Β （͑ϝϞ書͖）

໰͍

ྉΛಡΈऔΔྗࢿ

ద੾な
ྉ͸ࢿ
どΜな
΋の͔

఺ͱࢹ
໰͍

༿のݴ
ྗΛ
͚ͭΔ
ͨΊʹ

書͘ྗ Δྗ͢ݴൃ

ಋೖ ূݕ ·ͱΊ

఺ࢹ
तߏۀ૝（Ҋ）

໰͍

ྉΛಡΈऔΔྗࢿ 書͘ྗ Δྗ͢ݴൃ

˛�तۀ構想γーτ
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もは，この学शからԿを学Μだと思いますかʁ」

などと先生方に໰い，࿩し߹う機会をつくってい

ました。

教師が子ども一人ひとりの学びのաఔを物ޠのよ

うにストーリー立ててޠれるかが，意ຯのあるࢧ

ԉやධՁにつながる一൪大ࣄなϙΠントだとߟえ

ています。子どもを見取る力を高めるためには，

。しかないのかなと思っていますڀݚྫࣄ

Ӭాɿా܂先生は，子どもの発ݴや࡞඼に対し
てॠ時にそのよさを受けとめ，さらにこの子ど

もがここでཹまっていていいのか，もう一੠かけ

たら，もっとできるΜじΌないかっていう，こう

いったධՁの؟をもっておられるのがす͝いと思

います。

やっͺり，先生が一人ひとりの子どもをこういっ

たධՁの؟で見ているかどうかが大切です。

そのために，ԿができればධՁの؟が஁えられる

かとݴったら，社会科の৔߹はやっͺり，教ݚࡐ

。しかないと思いますねڀ

ʕʕ໨ざすべき「ਂい学び」へと進むために，Կ

がඞ要でしょうか。また，地Ҭから創出される社

会科を取り໭すために，学校や教師は，どのよう

なことに取り૊めばよいのでしょうか。

͘）உོ ా܂ Θ  ͨͨ ͔͓）

ত和 �� 年͔らฌݝݿでখֶڭߍ་，平成
� 年にฌڭݿҭ大ֶ大ֶӃम࢜՝ఔम 。ྃ
令和 2 年͔らݱ৬。ߍ内ڀݚਪਐにॏ఺
Λஔ͖，ࢣڭੜ׆Λૹる。社会Պや道ಙڭ
ҭ，ਓڭݖҭ，へ͖஍ڭҭ౳のڀݚに取Γ
૊Ή。
日本文ڭग़൛h খֶ道ಙੜ͖る力ʱڭՊॻ
ஶऀ

●Ӭా ஧ಓ（ͳが  ͨͨ ͩΈͪ ）

ઐ໳෼໺／社会Պֶ，ڭҭֶ，ڭՊڭҭֶ
（社会Պ・ੜ׆Պ）ओཁஶऀ／h ஍Ҭ͔らの

社会Պの୳ڀ （ɦ日本文ڭग़൛），h 新しい
ੜ׆Պڭҭの૑଄�ମݧΛ௨した࣭ࢿ・ೳ
力のҭ成� （ɦֶज़ਤॻग़൛社），h 新・ڭ
৬՝ఔԋश　ॳ౳社会Պڭҭ （ɦ協ಉग़൛）
日本文ڭग़൛h খֶ社会ʱڭՊॻஶऀ　

●

ʰ深ֶ͍ͼ΁༠うࣾձՊのत
఺ͷҙࣝԽͱ໰ࢹ�Γͮ͘ۀ
͍ͷ࣭ͷ্޲ͷऔΓ૊Έʙฌ
ݚͷߍொཱརਆখֶ༺ࠤݝݿ
Βʙʱ͔ڀ
永田忠道・桑田隆男著
日本文教出版　2,200 円
（本体 2,000 円 +税10％）
書籍のご購入は，全国の書店
または Amazon.co.jp でお買
い求め下さい。

Ӭాɿ社会と学校や社会科は，本དྷ，શ部つな
がっているはͣなのに，分அされている部分があ

るのもࣄ実だと思います。だからこそ，社会科の

఺に໭って，社会科が社会と学校を݁びつけるݪ

໾ׂをՌたさなければいけないのではないでしょ

うか。ࢲたちは，社会の出དྷࣄを表૚だけ見てい

てはだめでࠞಱとした状況でも౴えのないものを

୳り，見いだしていかなければならない。

自分や家族，地ҬにとってԿが࠷ળなのかをߟえ

る，そういった力を子どもたちにつけていくの

が，社会科の大ࣄなところではないで

しょうか。

໨ざすべき「ਂい学び」で特にݙߩで

きるのが社会科だと思うΜですね。

ɿ�利ਆখ学校では，先生方が家ా܂
ఉや地ҬをרきこΈながら，地Ҭにあ

る「生きたࢿྉ」を教ࡐ化しました。

そうやって創りだした地Ҭ教ࡐを子ど

もたちが学Ϳことで，彼らが地Ҭを大

切に思い，地Ҭにؔ心を持ち続ける意

ཉを高めたことが「ਂい学び」につな

がったのだと思います。

用町では，町内の４খ学校と４ࠤ，ࠓ

中学校が࿈ܞ教育を࣠にして，子ども

たちを育てていこうとؤுっているところです。社

会科がもつ家ఉや地Ҭをרきこむ力を৴じつつ，カ

リΩϡラムを創っていくことが現৔にいるࢲたちが

できる࠷大のカΪなのかとߟえています。
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6

ੈքͷॾ՝୊ʹରͯ͠
Ͱ͖る͜ͱを考えよう
●౦京学ܳ⼤学ෟଐ஛ૣখ学ߍ  ্໺ ߂ܟ

　本単ݩは，ʮ国ྲྀަࡍʯとʮ国ࡍ協力ʯの二つの߲目か
ら構成されている。本ߘで取り上げる小単ݩは，地図帳や
地ّٿ，֤छの資ྉを通して，グローόル化する国ࡍ社会
においてฏ࿨な世界の実ݱのために国ࡍ連合の一員として
重要な໾ׂを果たしているわが国の໾ׂについて理解し，
国ࡍ連合の働きやわが国の国ࡍ協力の様子を捉え，国ࡍ社
会におけるわが国が果たしている໾ׂについて考え，表ݱす
ることを目ඪとするʮ国ࡍ協力ʯに֘当する実ફである。
　世界規模で戦争やฆ争，؀境ഁ壊や৯ྐة機などのॾ問
୊がൃ生しているが，そのことをࣇಐが日ৗ生活の中で気づ
くことは਎ۙな問୊でないだけに難しい。そこで，学習を進
めていくࡍ，可能な限りࣸਅ資ྉ等を使ってࢹ覚的にݱ在

世界が๊えるॾ問୊を提示していくことが必要になる。そこ
で，デジタル教科書に備わっている凡例別表示機能や拡大
表示機能を活用して，資ྉの読み取りからわかったことや考
えたことを共有する活動を取り入れることで，本小単ݩの目
ඪであるʮ国ࡍ協力ʯの重要性にഭっていきたい。
　本時のまとめでは，ʮ世界のฏ࿨の実ݱに向けた自分の考
えʯを単ݩを通してܧ続的に考えるために，学習したことを
ৼりฦりながらʮ世界のॾ՝୊の解決に向けて自分にできる
ことは何かʯを考える活動を取り入れた。自分にできること
のબ୒・൑அを日ৗ生活にམとして考えることで，世界の
ॾ՝୊と自分の日ৗとの関連を構ஙしていきたい。

⦉ؔ࿈語句
֦େػೳΛ׆༻͢Δ͜ͱͰ֘౰෦෼Λ
େ͖͘දࣔͤ͞ɼΫϥεͰ۟ޠͷҙຯ
Λڞ༗͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

⦇ೆεーμンͰ׆ಈ͢ΔࣗӴୂһ
ɾ͞ࡌܝΕ͍ͯΔࣸਅΛ୯ಠ֦େදࣔ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɾʮελϯϓʯػೳΛ׆༻ͯ͠ɼ஫໨͍ͤͨ͞৔ॴΛΘ͔Γ
  ΍ࣔ͘͢͢͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

⦈ୈೋੈ࣍ք大ઓޙの͓΋ͳઓ૪・ฆ૪஍とɼ஍ཕΛ͢ࢭېΔ৚໿ʹಉҙͨ͠国
ɾ஍ਤΛຌྫผʹ 0N�0'' Λ੾Γସ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɾੈք஍ਤ্ʹ͸ɼࣄલʹࡱӨͨ͠Γɼอଘͨ͠Γͨࣸ͠ਅࢿྉΛషΓ෇͚Δ͜ͱ
   ͕Ͱ͖·͢ɻ

⦊ʮ;ͤΜʯػೳの׆༻
ʮ;ͤΜʯػೳΛ׆༻ͯ͠ɼਤ൛໊ΛӅ͢

͜ͱͰɼࣸਅࢿྉʹڵຯΛͯͬ࣋Ξϓϩʔ
νͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

഑ஔ࣌ӈಉࠨྉのࢿ⦌
ೋͭͷࢿྉΛ୯ಠ֦େ্ͨ͠Ͱࠨӈʹฒ΂ͯ഑
ஔΛ͢Δ͜ͱͰɼࢿྉͷൺֱΛ͠΍͘͢͢Δ͜
ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

デジタル教科書・教材を使って

デジタル教科書を使って

⦇

⦈

⦉
⦋

⦊

科ॻڭ 1.2���2�9
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ಐの活動と内容ࣇ 指導上の留意点

ᶃ�導入ɿୈೋੈ࣍ք大ઓޙʹൃੜ
ɹ�͠ ͨઓ૪΍ฆ૪ͷൃੜ஍ʹ͍ͭͯ͑ߟΔɻ

教第二次世界大戦後，大きな戦争やฆ争がൃ生
　した場所について஌っていることをൃ表しま
　しょう。
前の学習で，シリアで争いがあることを資ྉでࣇ
　見た。
歴史の学習で，ே઱൒ౡで戦争があったことࣇ
　を学習したね。

教ʮ第二次世界大戦後のおもな戦争・ฆ争地ʯ
　と世界地図を重ね合わせてみると，新しくわか
　ることは何ですか。
アフリカ大཮やオηアχア大཮で戦争やฆ争ࣇ
　が多くൃ生している。
ヨーロッパやೆ๺アメリカ大཮でも起きていࣇ
　る。世界規模で起きている。
生した年を見ると，第二次世界大戦後も戦ൃࣇ
　争やฆ争が続いていることがわかる。
教このように世界規模でൃ生している戦争やฆ
　争などの問୊に対して，国連はどのような取
　り組みをしているのかௐべていきましょう。

�分

…配分時間
教…教師の発問・指示・説明例
ಐの発言ࣇ予測される…ࣇ

学習問題 　ࠃ࿈は，ઓ૪΍ฆ૪などの໰୊にରして，どのような活動ΛしているのͩΖう。

　ॾ資ྉの読み取りを通してฏ࿨の実ݱに向け
て取り組Ή国連のࢧԉ活動について理解し，そ
れらをもとに世界のฏ࿨の実ݱに向けて自分は何
ができるかについて考える。

ʪ஌ࣝ・ٕ能ʫ
・世界が๊えるॾ問୊についてॾ資ྉから読み取り，それらを
　解決しようと取り組Ή国連の活動について理解している。
ʪࢥ考力・൑அ力・表ݱ力等ʫ
・ॾ資ྉから読み取ったことをもとに，世界のฏ࿨の実ݱに向
　けて自分にできることは何かを考えることができる。

本時の目標 本時の評価

本時の展開例

・前時までの学習で取り上げた戦争やฆ争に関するࣸਅ資ྉを༧め
データにしてプロジェクターなどで表示ができるようにしておくこと
で，これまでの学習をৼりฦりながら本時の学習問୊にഭれるよう
にࢧԉしたい。

・凡例別表示機能を用いて，ʮ第二次世界大戦後のおもな戦争・ฆ
争地ʯを表示し，分布にண目して世界規模で戦争やฆ争がൃ生し
ていることに気づかせることで，位置やۭ間的な広がりのࢹ఺を育
みたい。

・資ྉの読み取り
を段階的に行え
るよう，ʮおもな
戦争・ฆ争地ʯ
の分布を読み
取った後，ʮおも
な戦争・ฆ争名ʯ
を表示させる。
そのࡍ，それぞ
れがൃ生した年
にண目すること
で，第二次世界
大戦後も戦争や
ฆ争がऴわって
いないことに気
づかせ，ʮ時ظ
や時間の経過の
఺ʯを育みたࢹ
い。

νΣックϘックεΛ�
クリック͢Δ

⦈
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・単ಠ拡大機能を用いて資ྉを提示し，
ࣸっている子どもの表৘や෰૷，਎につ
けているものにもண目させることで，戦
争やฆ争の問୊の深ࠁさについて実感さ
せたい。また，図൛のタイトルをʮ;せ
んʯ機能を活用して目Ӆしをすることで，
ʮなぜย足をࣦったのかʯとٙ問をもた
せ，ʮ地ཕʯのڪΖしさとその問୊性に
気づかせたい。

・۷り出された地ཕの数を数えたり，大きさを人と比較して༧想した
りするなど，図൛の単ಠ拡大機能を活用して資ྉをじっくりと見せ
ていくことで，気づいたことをൃ表することが可能になる。

・本文の内容をもとに，ࣸਅ資ྉが
өし出していることを整理するこ
とで，国連のฏ࿨に対する取り組
みを捉えさせたい。そのࣇ，ࡍಐ
のൃ言をݩに，注目するポイントを
ʮスタンプʯ機能を活用して表示
することで，資ྉを見るときのࢹ
఺を共有できるようにしたい。

・ʮおもな戦争・ฆ争地ʯとʮ地ཕをې止する৚໿に同意した国ʯを
重ねることで，分布の重なりの有ແにண目することができる。この
有ແの比較から，ฆ
争地等であった経ݧ
をもつ国でも地ཕを
止できない実ଶがې
あることを捉え，問୊
の難しさを感じ取らせ
たい。
・教科書の図൛ᶇ・ᶈ
を，単ಠ拡大表示を
したうえで，�　　をク
リックすることで二つฒべて表示する。そうすることで，二つの資
ྉを比較させたり，二つの資ྉにྨࣅする内容を見つけさせたりし
たい。

ಐの活動と内容ࣇ 指導上の留意点

15分

�分

…配分時間
教…教師の発問・指示・説明例
ಐの発言ࣇ予測される…ࣇ

ᶄ展開ɿઓ૪΍ฆ૪ͳͲͷ໰୊ʹ
ɹର͢Δࠃ࿈ͷऔΓ૊Έʹ͍ͭͯଊ͑Δɻ
教スーμンでൃ生したฆ争を例に，問୊になっ
　ていることを捉えましょう。
。ย足をࣦってদ༿৛をつく子どもがいるࣇ
。਎なりを見ると༟෱そうではないよࣇ
。タイトルに地ཕでย足をࣦったとあるよࣇ
。地ཕって一体どんなものだΖうࣇ
教۷り出された地ཕを見て，気づいたことを話
　し合いましょう。
。とても小さいものだねࣇ
たくさんあるけれど，それぞれがരൃしたらࣸࣇ
　ਅの子のような被害がまた出るよ。
国連は，この問୊について何をしているのかࣇ
　な。
教国連は，スーμンでどのような活動に取り組ん
　でいるのか，資ྉや教科書本文から読み取れ
　ることをまとめましょう。
ʮ日のؙʯとʮU/ʯというϚークض日本の国ࣇ
　を෇けたୂ員は，国連の活動に取り組Ή自Ӵ
　ୂのୂ員だね。
止する取り決めをې世界で地ཕの੡଄などをࣇ
　国連はઌ導したんだね。
止にॺ名した国も多いけれど，まだॺې地ཕࣇ
　名していない国もあるのだね。
止する৚໿に同意ېฆ争が起きても，地ཕをࣇ
　していない国もある。
せにくらせるために，国連は他にど޾みんながࣇ
　のような活動をしているのかな。

ᶅ展開ɿϢχηϑ͕ઓ૪΍ฆ૪஍Ͱ
ɹऔΓ૊Ή׆ಈΛଊ͑Δɻ
教国連の中で，ユχηフという組織があります。
　ʮ୭のためにʯʮどのようなことをʯユχηフが
　取り組んでいるのか，資ྉをもとに༧想しま
　しょう。
。小さい子どもが༧๷઀छを受けているࣇ
。たくさんの子どもが何かをҿんでいるࣇ
ԉしているのࢧ子どものために，৯ྉやҩྍをࣇ
　ではないかな。
教教科書本文をもとにユχηフが取り組Ή活動を
　まとめましょう。
保݈，Ӵ生，ӫཆ，教育など子どもたちがฏ࿨ࣇ
　で݈߁にくらせるようにࢧԉしている。
の時ࡂ日本も第二次世界大戦後や東日本大਒ࣇ
　にࢧԉを受けていた。

本時の展開例

⦇

⦈

⦋

⦊
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ಐの活動と内容ࣇ 指導上の留意点

ʪ͓ もなઓ૪やฆ૪͕ىきͨ 場ॴʫ

ʪスーμϯの༷ ʫࢠ

連は，ઓ૪やฆ૪なͲの໰୊にର͠ࠃ ͯ，Ͳのような׆ಈを͠ ͍ͯ るのだろうɻ

কདྷ͕ෆ҆

ੈք֤஍でىきͯ る͍

஍ཕによる
ͻ֐

ย଍をࣦ ͬͨ ࢠ

஍ཕࢭېの
びか͚ݺ

ฏ࿨と̓ શをकる͜と

༷々 なࢧԉ

・ઃの੔උࢪ連ࠃ
ಓ࿏のิम

・ల։ᶅのऴ末で取りѻうʮ日本もユχηフからࢧԉを受けていたʯ
という఺を࣠に，ʮ自分たちも戦争やฆ争等でۤしんでいる人たちに
何かできないかʯと問いかけることで，本時で取りѻうॾ՝୊に対
する自分の考えを明確にしていくことで，本時のねらいにഭっていき
たい。
が関連することが༧想࢜ಐが意見をަわしていくなかで，意見同ࣇ・
される。໼ҹなどを活用して関連性を示していくことで，クラスશ体
で問୊の解決について考えていく؀境をつくっていきたい。

15分

…配分時間
教…教師の発問・指示・説明例
ಐの発言ࣇ予測される…ࣇ

能を༻いたஈ֊的な資料の提示・ಡΈऔり，資料のػ
して，「位置や࢖ۦӈ同時഑置なͲ様ʑな手立てをࠨ
ۭ間的な޿がり」「時ظや時間のܦա」なͲのݟ方・
考͑方をಇかͤて事৅をଊ͑，それらをもとに考͑た
ことを共༗できるようにしています。λϒレοトの׆
༻がٸがれる今こそ，本事例をࢀ考に，σジλル教科
ॻ・教ࡐの׆༻にチャレンジしてΈまͤΜか。

　高学年の社会科では教科ॻが主たる教ࡐです。そ
の教科ॻをޮՌ的に׆༻するう͑で，今求められて
いるのがσジλル教科ॻ・教ࡐを׆༻した資料の提
示・ಡΈऔりの޻෉です。例͑͹本実践では，ࣸਅ
や図൛の単ಠ֦大ػ能やスλンプػ能，ຌ例ผද示

ᶆまとめɿຊ࣌ͷֶशΛまとめΔɻ
教学習をৼりฦりながら，世界のॾ՝୊の解決
　に向けて自分ができることを考え，意見をަ
　ྲྀさせましょう。
。もっとௐべて問୊を஌っていくࣇ
ࢧ業をして࡞地に行って，ಓ࿏の補मݱ自分もࣇ
　ԉする。
補मにもお金が必要だから，ื金活動をして資ࣇ
　金ूめをする。
金活動のためには，みんなに問୊を஌ってもืࣇ
　らう必要があるから，みんなに஌らせるݺびか
　け活動を企ըする。

板書の
Point

֦େදࣔͰࢿྉΛࡉ෦·ͰݟΔ
͜ͱͰɼͦͷࢿྉ͕΋ͭҙຯʹ
͍ͭͯ΋͑ߟΒΕΔΑ͏ʹ͢Δɻ

ର࿩తͳ׆ಈΛͭ͘ΔͨΊɼຊ࣌
ͷ·ͱΊͰग़ͨൃݴΛɼ໼ҹͰؔ
࿈ੑΛࣔ͠ͳ͕Β൘ॻ͢Δɻ

ఏࣔͨ͠ࢿྉ͔ΒΘ͔ͬͨ͜ͱ΍ɼ͑ߟΒΕΔ͜ͱ
Λத৺ʹ൘ॻΛ͍ͯ͘͜͠ͱͰɼࠇ൘ͱσδλϧڭ
科ॻɾࡐڭΛఏࣔ͢Δഔମͱͷ໾ׂΛ෼୲͢Δɻ

本時の展開例

ୈೋ࣍
ੈքେઓޙ
ͣͬとىきͯ る͍

ΦーストϥリΞ
େ཮だ͚ ൃੜ
ͯ͠ な͍͍

日本もԉॿ
ͯ͠ もらͬ ͨɹ

਎なΓ

ශ͠ ？͍

やͤ ͍ͯ る

元͕ؾ
な͞ うͦ

ੜ͕׆
ෆࣗ ༝

૸Εな͍
Ϳ͋な͍

ฆ૪の
͋ͬ ࠃͨ

う͠ろにも
Ͳも͕ࢠ る͍

ฆ૪の
なかͬ ࠃͨ

ฏ࿨で݈ に߁
らͤ͘ るように

Ͳものͨࢠ めのࢧԉ

সإ

നࣸࠇਅ ੲ？？？

かΜ୯な
෰ͦ う

ΞϑリΧ・
ΦセΞχΞେ཮
͕ଟ͍

ೆ๺
ΞϝリΧେ཮で
きͯى る͍

なͥ ？

൵͠ ͍
দ༿ͮ͑

਎体͕ෆࣗ ༝

ଟ͘ の͕ࠃॺ໊
ॺ໊ ·͕だのࠃもʜɻ（ 　　　 ）

Ϣχセϑの׆ಈ

ス
ト
ッ
プ

（　 　　　 　      ）
（　 　　　 　    ）

・日のؙ のつ͍ ෰ͨのਓɹ�日本のࣗ Ӵୂ
・U/のϔルϝット
・Կかをͬ࡞ ͍ͯ る
ݟをͯࢠ஍のਓ͕༷ݱ・ る͍

ಈ׆連のࠃ
にࢀ加

・໰୊を஌る

ߦ஍に͘ݱ・
ɹࢧ�ԉのख఻͍

ಈ׆ۚื・

びか͚ݺ・ ，
ɹ�໰୊を஌らͤ る・อ݈

・Ӵੜ
・ӫཆ
｝ҭڭ・

・খ͞ ͕ࢠ͍
��஫ࣹ͞ Εͯ る͍

・େ͍ͥ の͕ࢠ
���ԿかをҿΜで͍ る

ಈ׆連のࠃ ͪͨࢲ に
Կ で͕きる？

國學院大學教授 安野 功先生からの

ここがキラリ
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　GIGAスクール構想の下で整備された生徒 1人 1台の端
末。我々が教職員になった時には想像もできなかったような
大きな変動が今まさに起こっている。そうした変化の中で，
デジタル教科書の使用が広がっていくことは想像に難くな
い。また，我々教職員の働き方改革も叫ばれて久しい。新
しいことにチャレンジしつつ，労働時間の縮減を果たすため
には，オンライン化・デジタル化が必要不可欠である。生
徒たちもデジタルネイティブ世代であり，オンライン化やデ
ジタル化を当たり前の事として捉えている。紙媒体と電子媒
体のメリット・デメリットをしっかりと把握し，双方の良さを
使い分けていく必要がある。デジタル教科書も進化を続けて
おり，教科書を拡大表示するだけではない様々な工夫が凝

らされている。そうした工夫を有効に生かし，授業準備の負
担の軽減と内容の充実を両立させたい。
　さて，ヨーロッパの統合については，地図帳を確認しなが
ら行う授業がオーソドックスである。ここでも，地図帳が活
躍する場面ではあるが，地図を読み取ることは生徒にとって
は比較的時間がかかり，難しいと感じることもある。そこで，
デジタル教科書の強みを生かし，変化の様子や分布図を分
かりやすく提示したい。例えば拡大機能や，地図を凡例別
に表示する機能により，生徒たちの理解度を素早く高めるこ
とができる。そのため社会科教育に求められる ｢問い｣ を
深めたり，突き詰めたりする時間を確保することが可能とな
るのではないか。その方策を探求していきたい。

ヨーロッパが統合する
意義を考えよう
●ಸྑ教ҭ⼤学ෟଐத学ߍ  தଜ جҰ

科ॻڭ 1.�2���

デジタル教科書・教材を使って

デジタル教科書を使って

⦇

⦈
⦉

⦌

⦌

⦋

⦊

⦇ヨーロッパと周辺の宗教の分布
஍ਤΛຌྫผʹ 0N�0'' Λ੾Γସ͑Δ
͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

⦊ EU加盟国の拡大
஍ਤΛຌྫผʹ 0N�0'' Λ੾Γସ͑Δ
͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

⦉外部リンク
ற೔Ԥभ࿈߹୅ද෦ͷ 8&#αΠτΛ
র͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻࢀ

⦈重要語句
͸ɼ۟ޠΕ͍ͯΔॏཁ͞ࡌܝʹ۟ޠ຤ͷॏཁר
ΫϦοΫ͢Δͱղઆจ͕ϙοϓΞοϓͰදࣔ͞Ε·͢ɻ

⦋ EU・アメリカ・ロシア・中国の比較
άϥϑΛຌྫผʹ 0N�0'' Λ੾Γସ͑Δ͜ͱ͕
Ͱ͖·͢ɻ

⦌深めよう・確認
໰͍ͷղ౴ྫΛදࣔ͢Δ͜ͱ͕
Ͱ͖·͢ɻ
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生徒の活動と内容 指導上の留意点

導入
宗教の分布図から，ヨーロッパには文化，言語
の違いなどがある様々な民族が住んでいることを
確認する。
教ヨーロッパで信じられている宗教は何でしょ　　
　う？
生�キリスト教。
教ヨーロッパと周辺の宗教の分布図を見ると，
　キリスト教にも様々な宗派がありますね。キ
　リスト教という大きな枠組みでは共通してい
　ますが，細かな教義などが異なっています。
　このような文化や言語などで分けられる民族
　を単位として国がつくられています。

教たくさんの小さな国に分かれているメリット
　デメリットを考えましょう。
生�メリットは多様な文化や言語などが守られるこ
と。デメリットは戦争になったら負けそうなこと
や，貿易など経済的な競争に勝つのが大変そう
なこと。

展開
ヨーロッパが統合に向かう歴史を捉えさせる。
教歴史を少しだけ紐解いてみましょう。世界中
　を巻き込んだ戦いが二回ありましたが，覚え
　ていますか？
生 �第一次世界大戦と第二次世界大戦。
教世界中に戦いは広がりましたが，きっかけと
　なったのは，ヨーロッパでした。このときヨー
　ロッパは戦争で多くの被害を出したのです。そ
　のためヨーロッパの人々は二度と戦争は起こさ
　ないでおこうと決意します。

・前時にヨーロッパの国や場所について国土面積の比較的小さい国が
多く存在していることを確認しているため，宗派や言語の分布と重ね
合わせて考えさせる。このコンテンツでは，宗派ごとにひとつずつ表
示しながら宗教の分布がおおよそ国ごとになっていることに気づかせ
る。

・第一次世界大戦，第二次世界大戦については小学校での既習内容を
確認する。

本時の展開例

10分

25分

…配分時間
教…教師の発問・指示・説明例
生…予測される生徒の発言

学習問題 さまざまな民族が生活するヨーロッパは，どのようにEUとしてまとまっていったのでしょうか。

本時の目標 本時の評価

　ヨーロッパにおける統合の動きについて，おおまか
な地域同士のつながりや，民族や宗派の分布について
把握する。また二度の大戦の教訓をもとに，国境を越
えて共生する社会が築かれたことを理解する。

　ヨーロッパの地図や写真，グラフなどの資料を活用
してヨーロッパの宗教の分布や，様々な民族が住んで
いることを把握している。EUの拡大状況，また，EU
の概要を把握し，EUによる統合が進んでいくメリット
を理解している。

⦇
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生徒の活動と内容 指導上の留意点

教二度と戦争を起こさないためにできることはな
　んでしょう？
生 �違いを認める。
教だけれども，そう簡単にはいきませんでした。
　ヨーロッパの東には社会主義大国ソ連が存在
　し，大西洋を渡った西側には資本主義の大国
　アメリカが存在しました。
　たくさんの小さな国に分かれているメリット
　デメリットを考えましょう。
生 �大国の間にヨーロッパの小国が挟まれている
･･･。

教だから，アメリカとソ連の対立に巻き込まれる
　ことになりました。そこで，その二カ国に対抗
　するためにヨーロッパの国々は対策を考えたの
　です。どのような対策をとればいいでしょう？
生 �一つ一つの国では，大国には勝てないから，
協力する。

教その通り。軍事的・経済的にまとまることで，
　戦争に巻き込まれない強い力をつけようとしま
　した。何段階かの加入を経て，強力な共通政
　策を行う組織，ヨーロッパ連合 (EU)がつくら
　れました。
　　ソ連崩壊後は，東ヨーロッパの国々も加盟
　するようになりました。ソ連が崩壊して，戦争
　の可能性が低くなったはずなのに，なぜ東ヨー
　ロッパの国々はEUに加盟したのでしょうか？
生 �何か，いいことがあった。
教そうですね。例えば，ユーロという共通通貨が
　導入されています。多くの加盟国ではユーロ
　が使えるのです。メリットは何でしょう？
生 �両替しなくていい。
生 �安いか高いか比較しやすい。
教我々が旅行などで買い物をするだけでもとても
　便利ですね。さらに，EUは人や物が国境を
　通過するときの制限をどんどんなくしました。
　関税をなくしたり，パスポートなしで国境を通
　過したりできるようにりました。企業はたくさ
　んのお金や人を動かします。そのときに両替し
　なくてよかったり，隣の国の人を雇ったりしや
　すいのは大きなメリットですね。

・教科書の図４を単純拡大表示し，ヨーロッパの東側にあったソ連の存
在の大きさを確認させる。日本の位置に注目させることで，その大きさ
が実感できるため，その脅威に対抗する必要性を感じ取らせたい。

・EU加盟国の拡大状況を時系列で凡例ごとに表示していく。はじめから
塗り分けられた図を見るより，拡大していく様子が明確になり生徒の理
解につながる。また，1986年加盟国以降の変化に注目させると東ヨー
ロッパの国々がソ連崩壊後に加入していく様子も捉えやすくなる。

…配分時間
教…教師の発問・指示・説明例
生…予測される生徒の発言

・共通通貨ユーロは教科書
P.59に掲載されているもの
を単純拡大表示する。デジ
タル教科書で拡大すれば，
紙面よりさらに硬貨のデザ
インを確認しやすくなる。
・同じユーロでもそれぞれの
国のデザインが異なり，そ
の国のアイデンティティを示
すものとなっていることを読み取らせたい。

図版単純拡大機能

図版単純拡大機能

本時の展開例

⦊
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生徒の活動と内容 指導上の留意点

教 EUとして統合が進んだ結果を，世界の大国
　と比べてみましょう。
生�アメリカやロシアより人口が多い。
生 �GDPが中国より多い。
教人口やGDPが多いのは，経済的なメリットが
　大きいことを示しています。ヨーロッパの一つ
　一つの国でそれぞれが行動するのではなく，
　EUとしてまとまることで影響力を高めることが
　できたのです。

まとめ
学習したことをもとに，日本も同じような組織が
あれば加入するべきか検討する。
教日本もEUと同じような組織があれば加入す
　るべきか，考えてみましょう。
生 �外国にパスポートなしで行けるのは便利。貿易
でも有利になりそうなので賛成。

生�お金が円じゃなくなるのは嫌だし，安い商品が
入ってきたら日本の商品が売れなさそうなので
反対。

板書の
Point

ੜెͷҙݟΛॻ͘ɻࢍ੒ɼ൓ରͲ
ͪΒͷҙݟ΋औΓೖΕɼՁ஋؍Λ
༳͞ͿΔɻ

ܦతɾ࣏తͳ݁ͼ͖͔ͭΒ੓ࡁܦ
Խ͞Ε͍ͯ͘ڧత݁ͼ͖ͭ΁ͱࡁ
Λଊ͑ΒΕΔΑ͏ʹ͢Δɻࣄ

&6 ͕੒ཱ͢ΔաఔΛ౿·͑ͯɼ೔
ຊʹஔ͖ͤ͑͞ߟͯ͑׵ɼࣗ෼ࣄ
ԽΛଅ͢ɻ

…配分時間
教…教師の発問・指示・説明例
生…予測される生徒の発言

・EUと３つの国を凡例別に表
示し，EUとしてまとまること
で大国にひけを取らない経済
規模や人口になることを確認
させる。
・プロジェクター等を使って拡
大した図を提示する事は生徒
の理解度を測るうえでも重要
である。生徒は顔を上げ，解
説とグラフを同時に見聞きすることができ，その反応から理解度を推
し量ることができる。理解度を確認しながら，随時補足をいれてい
きたい。
・ワークシートを使って，日本がEUのような組織に加入するメリット
とデメリットを考えさせる。書いた後は数人のグループで話し合い，
共有させる。
・結びつきを強くすると，経済的な利益や，大国に対抗できるという
メリットがある。その反面，共通通貨を受け入れる(円を廃止する)
という大きな変化も受け入れることになる。日本に置き換えてみるこ
とで，自国の通貨や制度を他の国と共通化する難しさに気づかせた
い。また，例として東アジア共同体のような組織名を示すと，組織
の規模や地域のイメージを持ちやすくなる。

15分

とは今までにも指ఠされてきたが，౼࿦の時間を೧
ग़するためのσジλル教科ॻの׆༻という؍点は，
σジλルとώϡーϚχςΟをうまく૊Έ合Θͤる方
๏として高くධՁできる。౼࿦ではΞジΞの国ʑ
（"SE"/）といった۩体的なものにすると，౷合に
よる日本のϝϦοト，σϝϦοトを考͑やすくなる
ͩΖう。

　本授業はσジλル教科ॻの׆༻により，஍図のಡ
Έऔり時間のޮ཰Խを図り，E6の理解にՃ͑，自
分͝としての౼࿦の時間を೧ग़していることにಛ௃
が͋る。σジλル教科ॻは஍図のॏͶ合Θͤを容
қにし，事৅間のؔ連ੑをݟいͩしやすくするこ

筑波大学教授 井田 仁康先生からの

ここがキラリ

元 は々関税同盟 EUの概要
1992 年マーストリヒト条約
経済的結びつきから政治的結びつき・軍事的結びつきも強化
本部はベルギーのブリュッセル

ヨーロッパ共同体
経済的な結びつきも強める

ヨーロッパ連合 (EU)

ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体 (ECSC)
資源や市場を共同で管理

日本も，EUと同じような組織に加入するべきだろうか？

本時の展開例

⦋



᝼ᬺജࡊ࠶ࠕをめߔߑవ↢のための

小学校編

●ᅳላ院⼤ላ教授   ҆໺ ޭ

ⷰኤജとᜰዉの࠻ࡦࠗࡐ

　社会科の学習では，ݱ৔での学ͼを大੾にします。

೶Ոや޻৔なͲのもの࡞りのݱ৔，ফ๷ॺなͲの҆全

なくらしをकるݱ৔なͲを๚れ，࡯؍やݟ学，ฉきऔ

りなͲの体ݧを൐う学習をとおして学Μでいきます。

たり，৮れたりすることݟͲもが実෺や本෺を௚接ࢠ

をとおして社会的事৅をద੾に೺Ѳし，۩体的，実ײ

的にとら͑ることができるようにするためです。

　そのことを౿ま͑，ݱ৔での学ͼにおいてඞ要とな

る࡯؍力を育てる指導について，۩体的にड़΂ていき

ます。そのϙイントはࡾつ͋ります。

　一つ目は，事લの指導

を޻෉して，ͲΜな目的

で，Ͳこにண目し，Կを

学したりݟ，したり࡯؍

するのかを໌らかにする

ことです。

　この࡯؍やݟ学の目的，視点やண؟点なͲにかかΘ

る指導では，࡯؍やݟ学がࢠͲもの問題解ܾのྲྀれに

位置づくよう，学習問題を೺Ѳし，௥究のݟ௨しを立

てる指導を޻෉します。೶Ոや޻৔，ফ๷ॺなͲのݱ

৔でಇく人たちの࢓事৔や࢓事Ϳりを自分でݟて֬か

める׆ಈをߦΘな͚れ͹解ܾできない問いをҾきग़

し，ݱ৔でのண؟点や実際にݟて֬かめたいことを

ϊートにϝϞし，࿩し合うなͲの׆ಈをとおして，؍

。成するのです࡞ըॻをܭ学のݟや࡯

　ೋつ目は，ݱ৔でのきめࡉかな指導・ࢧԉをとおし

て，ࢠͲもたちが࡯؍やݟ学のܭըに基づき，֤自で

学習問題を௥究できるようにすることです。

　例͑͹，ݱ৔に౸ணしたら，ඞͣܭըॻに目をとおす

時間をऔり，目的や

ண؟点，࡯؍やݟ学

の࢓方，ϝϞのऔり

方，教ࢣ΁の̨̨̤

αインのग़し方なͲ

を֬ೝします。࡯؍

やݟ学の׆ಈにೖったら，Ϋϥス全体の׆ಈঢ়گに目

を഑りつつ，ݸʑのࢠͲもにきめࡉかくؔΘり，ඞ要

にԠ͡て۩体的にΞυόイスしていきます。このݱ৔

での教ࢣの指導が࡯؍力を育てるݤをѲっています。

ݟ学でݟや࡯؍，෉して޻の指導をޙつ目は，事ࡾ　

つ͚た事実やそれを基に考͑たことをݴ༿でݴいදし

たり，ֆ図やจষなͲにまとめたりすることです。

　ここでは，࡯؍やݟ学がਖ਼֬にߦΘれていたかͲう

かをࢠͲも自਎で֬ೝできるようにするために，実෺

や教ࢣがݱ৔でࡱӨしておいたࣸਅなͲを४උしてお

き，ࢠͲもの発ݴをཪづ͚る際に提示したり，ݱ৔で

ಇく人たちの生の੠をө૾で఻͑たりするなͲ，ࢠͲ

もの主体的な学ͼをࢧ

͑る教ࢣの指導がޮՌ

的です。

　さらに，࡯؍やݟ学

の視点やண؟点，問題

௥究のաఔなͲをৼり

ฦる׆ಈをߦい，࡯؍やݟ学なͲを実際にߦうなかで

体ݧ的に਎につ͚た学ͼ方をそのޙの学習において׆

༻できるようにすることも大੾です。

小学校編

ⷰኤ߿⷗学߇ሶ߽ߤの

໧㗴⸃᳿のᵹࠇに૏⟎߁ࠃߊߠに

ᜰዉ࡮ᡰេ߁ࠃߒ㧋
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●中学公民 ｢よりよい社会を目指して｣ から，公民科
　「持続可能な社会づくりの主体となる私たち」へ

　中学校学習指導要領において，公民的分野の大項目

D ｢私たちと国際社会の諸課題｣ の（2）｢よりよい社

会を目指して｣ は，小学校社会科，中学校社会科の総

まとめに位置付いています。そして内容としては，国

際連合の提唱する ESD（持続可能な開発のための教

育）や SDGs（持続可能な開発目標）を意識したも

のとなっています。（『中学校学習指導要領（平成 29

年告示）解説 社会編』PP.163 ∼ 165）

　一方，高等学校公民科の新科目「公共」では，大項

目 C「持続可能な社会づくりの主体となる私たち」が

設定され，次のような課題探究学習の手順の事例が示

されています。

　そこで，中 ･ 高のスムーズな接続をめざして，中学

校の ｢よりよい社会を目指して｣ の単元構想を示しま

す。（全 13 時間）

（1）∼（3）は，歴史的分野で扱うことも可能です。

●͓͓͔͞学ͼのձ 	 લ⼤ࡕ教ҭ⼤学ඇৗࢣߨۈ 
   ୮দ ඒ୅ࢤ

中学校編

●単元の目標と授業デザイン
　この単元の目標は，「協同学習を軸に，多様な視点

から厠・トイレ考にチャレンジし，SDGs（持続可能

な開発目標）の理解とその実践力を高め，日本や世界

のトイレ問題について探究し，自分の提案ができる。」

です。生徒が主役の授業をめざして，生徒が資料を基

に，３∼４人のグループで探究する授業により，中高

の接続を図りたいものです。

　SDGs は，ESD（持続可能な開発のための教育）が

エンジンとなって成立します（立教大学 ESD 研究所

長　阿部治）。ESD による，持続可能な社会の担い手

を育てる教育が，今，求められています。

持続可能な社会の担い手を育てるために，
中学公民と公民科 ｢公共｣ の接続を

（1）「洛中洛外図屏風 歴博甲本」等を手がかりに，
　日本の厠・トイレの歴史を協同で探究［1h］
（2）『江戸名所図会』，『農業図会』（土屋又三郎）を
　手がかりに，し尿の売買の歴史を協同で探究［1h］
（3）｢焔硝とは何かの図｣（『床下からみた白川郷』）か　

　ら，し尿と火薬作りの関係を協同で探究［1h］
（4）「下水道普及率のグラフ」（大阪府），「下水道
　の仕組みの図」（東京都）から，下水道の問題点を
　協同で探究［1h］
（5）『トイレは世界を救うーミスター・トイレが語る
　貧困と世界ウンコ情勢ー』（ジャック・シム）の
　6つの図から，世界のトイレ問題について協同で探究
 ［1h］
（6）（1）∼（5）で学んだことを土台にして，4人グ
　ループでSDGsの視点から課題を設定し，それを探
　究する方法を検討∼ネット検索，図書館の活用，先
　行研究の調査，WTO（世界トイレ機関）・WHO
　（世界保健機関）・ユネスコ・JICA等の資料調査
　［1h］
（7）グループで設定した課題を探究。その内1hは口
　頭で中間発表と質疑［3h］
（8）グループでの中間発表と質疑で明らかになった課
　題を検討し，プレゼンのスライドを作成［２ｈ］
（9）各グループのプレゼンと相互評価［1h］
（10）各自，この単元で学んだことと自分自身の提案
　をA4用紙3枚（3,600字）にまとめる［1h］

① 課題の設定／② 情報の収集と読み取り・分析
③ 課題の探究／④ 自分の考えの説明，論述：構想した
ことの妥当性や効果，実現可能性などを指標にして，
論拠を基に自分の考えを説明，論述する。探究した過
程や成果を分かりやすくレポートにまとめたり，プレ
ゼンテーションをしたりする。レポートの作成につい
ては，調査・研究の目的，方法，考察過程，結論，参
考文献，資料など必要な事柄を記述する。
（『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 公民
編』PP.76∼77）

単元構想の詳細は，「おおさか学びの会」のホームページに掲載しています。
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KYOTO
vol. 4

　京都市南部に位置する伏見の地

は，古くから酒が有名である。京

都盆地の地下には琵琶湖の水量に

匹敵する量の地下水があり，現在

もこの地にわき出た水 ( 伏水 ) で

酒がつくられ続けている。伏見の

云われはここにある。しかし伏見

はそれだけではない。

伏見は酒のみならず

●京都٦⼤学ඇৗࢣߨۈ  ਿࢁ ษ

˔৔ॴɹɹɹɹژ౎෎ژ౎ࢢ෬۠ݟ
˔๚໰ظ࣌ɹɹਵ࣌
˔๚໰໨తɹɹࡦࢄ
˔ΞΫηεɹ�� +3 ಸྑઢ౧ࢁӺɾࡕژ౧

લӺपลྕޚࢁ

　鎌倉時代，元寇の戦利品を納め

た蒙古塚を有するA藤森神社があ
る。ここは菖蒲（端午）の節句発祥

の地であり，菖蒲は勝負に通ずる。

いくさに関係の深い伏見

　京の都に近く，水運の要所であ

る伏見に城下町を発展させたの

が，豊臣秀吉である。今も戦国大

名の名が残された町名が伏見のあ

ちらこちらにみられる。

　本来なら織豊時代は安土伏見時

代とよぶべきなのに，なぜ安土桃

山時代とよぶのか。３代将軍徳川

家光の治世，伏見城周辺は桃の花

が咲き誇っていたそうだ。そこか

ら安土桃山時代と云われるように

なった。本当の戦国時代終焉は，

家光が京都から江戸で政治を行う

ため，B伏見城を取りつぶしたこ
の時であろう。

京都府京都市伏見区

˔ਓޱɹ໿ ���
��� ਓ
ɹɹɹɹ��ʢ����೥�݄ࡏݱʣ
˔໘ੵɹ�����ὕ

歴史からみた伏見探訪

2 ΛͱͲΊΔඪࣝ࢒౎の໊܉

1 ෬ݟのञଂ

3 ไߦॴͱٶ߳ޚのதؒ஍఺に࢒Δ౰࣌のॐࠟͱいΘΕΔ੻ 4 ෬ݟไߦॴ੻
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KYOTO
vol. 4

ＧＨＱ駐屯地としての伏見

　太平洋戦争後，かつて伏見奉行

所であり旧日本陸軍伏見工兵第

十六大隊であったところに，ＧＨ

京౎٦大学ඇৗࢣߨۈ
京౎Ϣωείڠ会ৗ೚ཧࣄ
日本文教出版『中学社会』教Պ書著者

●ਿࢁ ษ（͗͢ ΍· ͱͭΉ）

鳥羽伏見の戦いから
軍都伏見へ

　天領であり，京と大坂を水運で

結ぶ伏見は港町として大いに栄え

た。西国大名の参勤交代は京の都

を通ることができず，この伏見の

各所に藩邸が置かれた。今では各

藩邸跡地に碑があり，C伏見奉
行所の石垣もそのまま残されてい

る。

　慶応４(1868) 年正月，15 代将

軍徳川慶喜は天皇謁見の名目で大

坂城から淀川を北上し，鳥羽街道

へ。別隊は伏見港から伏見奉行所

に入る。鳥羽では城南宮，伏見で

はD御香宮で薩長を中心とする新
政府軍が対峙する。伏見奉行所と

御香宮は 100 ｍ足らず。ここで

鳥羽伏見の戦いが始まった。ちょ

うど奉行所と御香宮のE中間地点
に，当時の銃痕といわれる跡があ

る。

　明治以降，旧天領伏見を日本の

首都とする案もあったが，東京に

遷都される。政府は伏見各地に陸

軍の施設や演習地をつくり，旧奉

行所を廃して親兵 ( 近衛兵 ) を配

備し，次いで陸軍用地として施設

を置いた。

　伏見には，70 年近く軍都とし

て栄えていた跡を見つけることが

できる。明治天皇が眠る桃山御

陵の南東 ( 裏鬼門 ) にF乃木神社
がある。ここには乃木大将が，日

露戦争で指揮を執っていた中国の

レンガ造りの家屋が移築されてい

る。さきの藤森神社や乃木神社は

戦勝祈願の地として，かつては軍

人が，今はスポーツ関係者が大勢

祈願に訪れる。

Ｑの駐屯地が置かれた。江戸幕府

の奉行所，明治政府の陸軍用地，

戦後の連合軍の駐屯地として，伏

見は日本の歴史に大きく関わって

きた。ＧＨＱが引き上げたあと，

京都市の集合住宅が建ち，現在に

至る。　

コロナ禍で遠くに行けない中，

私が住んでいる伏見で散歩をする

ことが増えた。そして何気ない平

穏な集合住宅地に大きな歴史の流

れをみる。「歴史は地理の中にあ

り，地理は歴史の中にある。」散

策中に視点を変えると，新たな発

見がすぐそばにある。平和のあり

がたさを今後も子どもたちに伝え

ていきたい。

平和を子どもたちにつなぐ伏見

5 ෬۠ݟपลの஍ܗਤ�ʢBはܚ௕෬ݟ஍਒のޙにҠసしͨ ʣ
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焼跡の子どもたち
　　―敗戦直後の報道写真から

●೔ຊ⼤学教授  େԬ ૱

　19世紀前半にフランスで実用化された写真術

は，幕末の日本に輸入され，内外の写真師たちは，

文明開化以前の日本の風景や暮らし，人物の表情

を写真に収めた。20世紀になって写真・印刷技術

の発達につれ，新聞での写真使用が増え，1920年

代には社会の現実を広く伝えようとする報道写真

というジャンルも成立した。激動の近現代史は，

こうして写真によって記録された。

　写真が持つ力はプロパガンダにも利用された。

1938年に内閣情報部が『写真週報』を創刊し，戦

意高揚・国策宣伝に用いた。陸軍傘下の東方社は，

海外向け国策宣伝誌『FRONT』を発行した。これ

らには，多くの優れた報道写真家が参加した。

　敗戦後に東方社は解散し，所属していた写真家

の木村伊兵衛，菊池俊吉，林重男らは，国策から

自由となって，焼跡の東京の「ありのまま」を記

録しようと，精力的な撮影活動をおこなった。彼

らの写真は，アメリカ軍の空襲によって徹底的に

破壊された首都・東京の現実と，復興に向かう人

びとの動きを捉えており，そのなかには困難な状

況を生きた子どもたちの姿を見ることができる。

　戦時の子どもたちの日常は，空襲に先立ってす

でに破壊されていた。学校教育は，天皇と国家に

奉仕する「皇国民」を育てる教育に転換しており，

戦争が行き詰まりを見せるにしたがい，家族の出

征や徴用，家業の転廃業，建物疎開などで，暮ら

しの安定が損なわれていった。1944年 6月の「学

童疎開促進要綱」により，大都市の国民学校初等

科 3～ 6年生は強制集団疎開の対象となった。子

どもたちは親元を離れて農村部の寺や旅館に疎開

したが，寂しさとひもじさ，そして集団生活での

ストレスに悩まされた。

　1944年 11月から東京への空襲が本格化した。

アメリカ軍のB-29爆撃機による東京空襲では終

戦までに，死者 11万人，負傷者15万人，罹災者

300万人に及び，市街地の50％が消失した。特に

▲̡ ࣸਅ1ʳར⽤٬が্͏ަ͖ߦ໺ӺΨーυԼʹて（1���೥11݄ɼෆ໌）
　 ެӹஂࡒ๏ਓ ੓ڀݚࡁܦ࣏ॴ ఏڙ

▲̡ ࣸਅ2ʳۭפの্໺ެԂʹて（1���೥݄̍ ɼ٠஑ढ़٢）

▲̡ ࣸਅ�ʳฌࣷをస⽤ͨ͠ࢪઃʹて（1���೥݄̑ ɼྛॏஉ）
　 ެӹஂࡒ๏ਓ ੓ڀݚࡁܦ࣏ॴ ఏڙ

史料としての報道写真

東京空襲と子ども
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●େԬ ૱（͓͓͓  ͔͞ ͱ͠ ）
ɹ専門෼໺／日本ۙ現代࢙
ɹ主要著書／ʮ『ম੻』Λา ʔ͘『東京Ұ۝
ɹޒ࢛年ɾळ』΁の֯ࢹʯ（東京大ۭऻɾઓ
ɹࢿࡂྉηϯλʔ؂म『東京෮ࣸڵਅू』�
ɹษ੣出版，2016�年），『ۭऻඃࡂ者ͱઓ
ɹޙ日本』（東京大ۭऻɾઓࢿࡂྉηϯλʔ，
ɹ201�年）ɻ
ɹ日本文教出版『中学社会』教Պ書著者

終わった戦争／終わらない戦後

　空襲で保護者をすべて失った子どもたちは「戦

災孤児」となって，筆舌に尽くしがたい苦難に直

面することとなった【写真１・２】。上野駅の地

下道などで雨露をしのぎ，肩寄せあって暮らして

いた孤児たち。彼らは人びとから憐憫のまなざし

を受ける一方，「浮浪児狩り」と呼ばれたような手

荒な取り扱いを受けて，児童保護施設に送られた。

施設や引き取られていった先で，肩身の狭いを思

いをした者も多かった。身寄りのない者への社会

の偏見にも耐えねばならなかった。

　【写真３】は，罹災者収容施設に暮らす家族であ

る。仕切りのない３～４畳のスペースに１家６人

が暮らした。ここに暮らす子どもが通った学校の

授業風景が【写真４】である。きょうだいを背負

いながら，二人で１冊の教科書を真剣に見つめて

いる。

　戦争は終わった。街も復興していった。しかし，

戦災孤児を始め，戦争で家族を失い，生活基盤を

失った人びとや心身に傷を負った人びとは，十分

なケアや補償を受けられないまま，生活苦や差別

と戦い続けなければならなかった。戦後はなかな

か終わらなかった。

　子どもたちはカメラに向かって屈託のない表情

をも見せた。娯楽が少ない中で，紙芝居を楽しむ

子どもたち（【写真５】），焦土を見下ろす丘の境内

で，無邪気にゴム跳びに興じる子どもたち（【写真

６】）。その後彼らは，どのような戦後を生きたの

であろうか。

1945年 3月９日から 10日にかけて，一夜にして

10万人もの人びとが犠牲となった下町空襲や，4

月と 5月の 2度にわたる山の手空襲は，夜間に住

宅密集地を狙って，大量の焼夷弾を降り注いだ無

差別爆撃であった。疎開児童たちは帰る家を失い，

家族を失った。３月10日空襲では，進学準備のた

めに疎開先から一時帰宅していた６年生が多く犠

牲となった。

▲̡ ࣸਅ�ʳጶࡂ者ࢪઃの学ߍʹて
　（1���೥݄̑ ɼྛ ॏஉ）
　 ެӹஂࡒ๏ਓ ੓ڀݚࡁܦ࣏ॴ ఏڙ

▲̡ ࣸਅ�ʳ͋Δࠃຽ学ߍのߍఉʹて
　（1���೥݄̑ɼྛ ॏஉ）
　 ެӹஂࡒ๏ਓ ੓ڀݚࡁܦ࣏ॴ ఏڙ ▲̡ ࣸਅ�ʳম੻のࣉ院ʹて（1���೥݄̎ɼෆ໌）　ެӹஂࡒ๏ਓ ੓ڀݚࡁܦ࣏ॴ ఏڙ
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▲ 図 2

●京都⼤学⼤学院教授  曽我 謙悟

　この一年半，新型コロナウイルス感染症にわた

したちの社会は計り知れないほどの影響を受けて

きました。そうした中，切り札として期待された

のがワクチン接種ですが，数が不足し，予約が取

れないなど，混乱が続いてきました。読者の皆様

の中にも，色々と苦労を経験されたり，不便を感

じたりされた方も多いのではないでしょうか。

　それでは一体，ワクチン接種はどのようなしくみ

で，どのように進められてきたのでしょうか。この

問題を考えることは，社会のあり方や，政府と自治

体における政治や行政のあり方を考えるよい題材に

なります。いくつかのポイントを考えてみましょう。

アメリカ大統領選挙を通じて行政
日本とアメリカの最高裁
ワクチン接種をめぐる
政治と行政 （1）：国際比較

▲ 図 1
　 ※図 1・2 出典：Our World in Data （ https://ourworldindata.org/covid-vaccinations）のデータを⽤いて筆者作成

　まず，日本のワクチン接種の状況を他の国と比

較して，確認しておきましょう。図1は，少なくと

も一回の接種を受けた人が，国民の何％にあたる

かを示した図です。執筆時点の8月20日のデータを

用いており，水平線はその時点での世界平均であ

る32％を示します。日本の場合，韓国などと同様，

欧米に比べて立ち上がりが遅いのですが，その後は

欧米諸国と同様の速度で接種を進めてきています。

　さらに，図2では，一日あたりの接種回数を示

しています。日本は6月以降，毎日100万回を超

える接種を行っており，現在は最も接種回数の多

い国になっています。ピークでは200万回近くと

なっており，人口が3倍近いアメリカでも300万回

強であることと比べても遜色ありません。日本は，

1. 接種状況の国際比較
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●曽我 謙悟（そが けんご）

専門／行政学
主要著書／『日本の地方政府』（中
公新書，2019 年），『現代日本の官
僚制』（東京大学出版会，2016 年），
『行政学』（有斐閣，2013 年）など
日本文教出版『中学社会』著者

　2つの図の間には，図2に示される毎日の接種が積

み上がって，図1の累積の接種者数となるという関係

があります。そして累積の接種者数は，最初は緩や

かに，その後大きく上昇を見せた後，徐々に上昇の

速度が緩やかになっていくといったS字型カーブを

描いていること，図2でピークを過ぎると図1の上昇

速度が緩やかになる転換点となることがわかります。

　なぜ，このような現象が生じるのでしょうか。S

字型カーブは，社会に新しい物事が普及する際の普

及率，たとえばスマートフォンの普及率などにも

見られるものです。最初は新しいもの好きの人だ

けが買っているものだったのが，持つ人が次第に

増えてくると自分もほしくなる人が増えます。さ

らには流行に乗り遅れまいとする人が続きますが，

相当行き渡ったあとでも持たないのは，断固とし

て持たない人ですからそう簡単には入手を行わな

い。こうした結果，S字型の普及曲線が生まれます。

　では，ワクチン接種率のS字曲線も同様なのか

というと，同じところもあれば，違うところもあ

ります。スマートフォンの普及の例では，人びと

の行動，いわば需要側の行動がS字曲線を形づくり

ますが，ワクチン接種については，ワクチンを生

産，供給する側の問題も関係してきます。特に今

回のように，ワクチンを新規に開発しなければな

らなかった場合，生産量が需要に追いつくには時

間がかかるので，最初の段階ではそれが普及の妨

げとなります。つぎに，ワクチンの供給が行われ

たとしても，それを人びとに行き渡らせるために

は，接種を行っていかなければなりません。そこ

では，配分や流通のしくみを整えることや，誰に

接種を行ったのかの情報を管理すること，実際の

接種業務を行う人員を確保し，場所を用意すること

などさまざまな業務の組み合わせからなる実施体

制の整備が必要となります。これがいわば第二段

階での普及速度を左右する要因となります。最後に

第三の段階とは，供給側の問題は解消されているの

で，需要側，つまり人びとの行動が問題となりま

す。ワクチンに伴う副反応などを警戒することか

ら，ワクチン接種を忌避する人びとがどの程度存

在するかが，この第三段階を左右します。

　このようなメカニズムを理解すると，図1と図2か

ら，さらに多くのことを読み取れるでしょう。イギ

リスとアメリカはワクチン開発に成功した製薬企業を

抱えることが，第一段階からの立ち上げの早さにつな

がっています。アメリカはその後，圧倒的な接種回数

を実現し，底力を見せました。しかしその後，第三段

階に早々と入ってしまいます。人種によってワクチ

ン忌避の程度に違いが見られることや，分極化の動き

が強く，感染症への態度や対応もまた，党派性によっ

て規定されがちなことが影響しているのでしょう。

　他方，イギリスは多くの感染者を出していた状況

だったこともあり，二回目の接種を引き延ばしてでも，

一回目の接種をできるだけ多くの人に広げる戦略をと

りました。そのことが，図1において当初からの立ち

上がりが大きく，直線的に，一回は接種した人びとの

割合を上昇させることにつながっています。実施体制

についても，イギリスの場合，国営で全国民や外国人

住民をカバーする医療サービス（NHS）が存在し対象

者の把握などが確実に行われたこと，医者以外も含め

て接種を実際に担う人員確保を準備してきたことなど

もスタートダッシュの成功に寄与したといえます。

　それでは，日本における状況はどのようなもの

だといえるのでしょうか。字数が尽きましたので，

次回，ここまでの経緯やその原因を考えていきた

いと思います。

人口減少を迎えているとはいえ，先進国の中では

人口が多く，加えて高齢者比率が高いため，国民

全体への接種を行うのはより困難な条件にありま

す。それでも，実際の接種の絶対量でみれば，相

当の業績をあげているといってよいでしょう。　

2. 接種の広がりのメカニズム

3. イギリスとアメリカの事例
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プ࡜ス㧋授業に
身近 SDGsな

　長崎県壱岐市は，九州最大の都

市である福岡市から高速船で約 1

時間，対馬暖流の影響もあり，気

候は温暖で過ごしやすい地域で

す。2018（平成 30）年には第 1回

SDGs未来都市および自治体SDGs

モデル事業に選定されました。

　昔から稲作や漁業がさかんで，

第 1次産業，とくに農業に従事し

ている人の数は全体の13％を占

めているのが特徴です。壱岐市の

基幹作物の一つであるアスパラガ

スは，平均収量が 10 アールあた

り約 3トンと，長崎県下のなかで

も壱岐市が最も多くなっていて，

2011（平成 23）年に離島で初めて

日本農業大賞を受賞しています。

そんな農業従業者にとっての課題

である，生産者の高齢化や担い手

不足を解消するため，IoT や AI な

どの先進技術を取り入れたスマー

˛�ඒしいࣗવにғまΕΔұࢢذ

	IUUQT���XXX�VO�PSH�TVTUBJOBCMFEFWFMPQNFOU�OFXT�
DPNNVOJDBUJPOT�NBUFSJBM�

5IF�DPOUFOU�PG�UIJT�QVCMJDBUJPO�IBT�OPU�CFFO�BQQSPWFE�
CZ�UIF�6OJUFE�/BUJPOT�BOE�EPFT�OPU�SFGMFDU�UIF�WJFXT�PG�
UIF�6OJUFE�/BUJPOT�PS�JUT�PGGJDJBMT�PS�.FNCFS�4UBUFT�

˛�ࣗ ಈͰਫ΍Γ͕ Ͱ͖ ΔかΜਫ૷ஔ

壱岐市ってどんな町？

　アスパラガス農家の生育活動プ

ロセスのなかでとくに，「省力化」

と「生産性向上」を目的に掲げま

した。そして，アスパラガスの生

育多少の要因は，日照および土壌

水分量に起因しているという仮説

実証に成功しました。それを受け，

現在，土壌の最適水分量を維持す

るかん水システムの開発が進んで

います。これは，各種センサーや

ビッグデータを活用し，最適水分

量を維持するよう予測するAI部分

と，手足となるかん水装置との連

携を行ったかん水システムのこと

です。2020（令和 2）年の実証実

験段階では，10～ 20％の収量アッ

プ，50～ 60 分の作業の省力化に

成功しています。

　このシステムがあれば，高齢の

　壱岐市が誇るアスパラガスです

が，キズや曲がり，先折れ，長さ

をそろえる際に切った根本部分な

省力化と収量アップを
叶えた自動かん水システム

食品ロス削減の活動や
ドローン輸送の実施

農業従事者の作業負担を減らすこ

とができます。さらに，経験に大

きく依存する作業をAI に覚えさせ

ているので，新規就農者でも初め

から収量を増やすことができるだ

けでなく，効率よく栽培技術を身

につけることもできます。

ト農業の実現をいち早く目指して

いるのが，市内のアスパラガス農

家です。

誰でも楽しく簡単に
農業ができる未来へ
˔௕࡚ݝұ�4ࢢذ%(T ະདྷ՝

長崎県壱岐市
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プ࡜ス㧋授業に
身近 SDGsな

　AI による自動かん水システムは

2022（令和 4）年の商品化に向け

て動き出しています。まずはこの

システムを壱岐市のなかで普及さ

せて，アスパラガス農家の省力化，

作付農家を増やすことを目標に，

のΞεύϥΨεͱௐຯྉ，�εϚσϦόοά⽉，ϨγϐΛηοτにしてൢചしていΔ֎֨ن�˛

未来に向けての
事業展開

どは規格外品として，年間約 30

トンも発生しています。これは壱

岐市で生産されるアスパラガスの

約 1割に当たります。それらの活

用を課題とし，調味料とアスパラ

ガスを詰め合わせた「壱岐産アス

パラガス料理キット」や，電子レ

ンジでできる簡単レシピの提供，

規格外品を使った加工品の開発な

どにも力を入れています。

　壱岐市では，ドローンを活用し

た生産物の自動輸送も検討してい

ます。農業従事者の作業低減と，

収穫した農作物をお客様に直送す

ることで，新鮮さの品質担保によ

る付加価値で稼げる農家の一翼を

担う，ということが目的です。さ

らには，最新技術を活用すること

で若年層の興味をひき，新たな担

１．スマート農業としてのアスパラガス栽培
　壱岐市は，比較的福岡市に近いが，他の離島の過
疎地域と同様，少子高齢化と人口減少による地域の
活力低下が喫緊の課題となっている。平地に恵まれ，
農業従事者の割合が高い壱岐市では，農業がさかん
な他地域と同様に生産者の高齢化や担い手不足が深
刻化している。このため，アスパラガス栽培などで
IoTやAIといった先進技術を導入したスマート農業
を積極的に推進することで，労働時間短縮と収量増
を実現し，新たな担い手を創出しようとしている。
２．SDGsの視点と社会科授業
　持続可能なまちづくりの一環としての対策がス
マート農業の推進である。これはSDGsの９「産業
と技術革新の基盤をつくろう」にかかわり，結果と
して８  「働きがいも　経済成長も」を実現する。

　小学校社会科第５学年の食料生産の学習で，
SDGsを踏まえた野菜づくりの事例として，スマー
ト農業を取り上げることができる。中学校社会科地
理的分野の中項目「地域のあり方」で，少子高齢化
や人口減少による活力低下が課題である地域におい
て，解決策としてスマート農業を構想したり，公民
的分野の中項目「よりよい社会を目指して」で，地
域の課題解決と経済発展を両立させるためにスマー
ト農業を取り上げたりして，持続可能なまちづくり
について議論することが考えられる。

い手を獲得するという目的もあり

ます。また，ドローンについては，

玄海原発から近い壱岐市や離島に

住む人たちの，避難時の活用も検

討しています。

最終的には全国展開していきたい

と考えています。

　アスパラガス農家の人に話を聞

くと，一番大変なのは収穫作業な

のだそうです。それをふまえ，現

在は自動収穫ロボットの導入およ

び，農薬や肥料をまく作業なども

全自動で行えるようにしていく予

定です。

●問い合わせ先
௕࡚ݝұ�4ࢢذ%(Tະདྷ՝
˟����������௕࡚ݝұڷࢢذϊӜொຊଜ৮
���൪஍
5&-�������������ʢ୅දʣ

त��Ӭా ੒จڭౡमಓେ学޿˔

Ӭా ੒จ（ͳが  ͨ͠ ͛;Έ）

খɾ中ɾߴ౳学ߍの教һ，ࡾॏ大
学の教һΛͯܦ，現޿，ࡏౡम
ಓ大学教तɹ専門͸社会Պ教ҭ学
（地ཧ&4%तۀ）

●

教材化のポイント
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